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Malory における 凶-form について

中 尾 祐 治

1

マロリ¬ の八篇の散文ロマンス (勿論, 全体が統一された一つのロマンスとい う説も有力で

あるが) は1469- 70年迄には完成された と考えられているが, マ ロリー自身のMS. は消失 して

現存 しないから, 現在利用出来るものは1485年にCaxtonによって印刷された Caxton版(以下

Sommerの翻刻版1) を使用, Cx と略称) と1934年に Winchester CoHegeのFellow匁Library

で発見され Cx とほぼ同時代のWinchester MS. (以下 W と略, Vinaver による校訂版2) 使

用) の二つである。 Caxton の印刷活動については, 彼は単に機械的に写本を印刷 したので

な く , 色々な additionや omission を行い, 更に自己に気に入るよ うな語形や語法に書き換

えを行う習慣であった ことは, よ く知られている事実であるがレ マ ロリーの作品の Caxton

、版 (i. e、Le jX’loyteDay拾11y) についても同様なこ とが云えよ う。 このこ とは先に筆者が,

W と Cx の (指示代名詞3)」, ( 動詞の屈折語尾4)」 について調査した結果からも明らかである

拓, dO-form についても W の発見以前はマ ロリーの語法と考えられて きた ものが, 実は

Caxton の書換えによるものであるかも知れない。 そ こで以下行う調査の第一は, W と Cx

を比較し, 両者の画-formの現われ方の相違を明らかにすることである。 勿論その際, 相違

する場合のCx の部分が, Caxtonの一般的語法と 合致するか否か検討する必要があろ う。

このよ うに Cx と W の比較によ り Caxtonのつけ 加えを明らかにした後, Cx と W の共

通な部分と, 残 りの W の部分について 励一formの実態を記述し, マ ロリー自身の 励一form

の用法を推定することが本稿の第二の目的である。 W は多くの点で, Cx より completeで

authenticであると考え られているが, マ ロ リーの original な MS. ではないので推定の手掛

りとなる材料を提供するにすぎないことはい うまで もない。

尚マ ロリーの 面-formについて, ご く概略的には Baldwin5) と Sommer6) の記述があり,

又 Engblo㎡ ) も ゐ の綜合的な研究の中でマ ロリーにも言及 している。 しか しこれ らはCxに

ついてのみであ り, W は考慮されていたいから, 今 日から見れば不完全である。 EIlegard8)

ではW も考慮されていて, 利する ところが多いが, 膨大な歴史的研究の一端と して取扱わ

れている点に限界がある。 そこで, ここでは筆者の企てているマロリーの英語の基礎調査の

一環 と して, 以上の調査を試みるわけである。

と ころで問題となる15世紀後半は, この世紀の初頭頃より散文にも現われ始めた, 肯定平

叙文における 「無強勢の画十不定詞」 構文もかな りpopularにな り, 同時にこの構文と同形式

で意義の異なるため, polysemicconflictの結果, この後急速に姿を消す運命にあった古い

「使役の画 十不定詞」 構文も依然と して勢力を占めていた。 更にこの頃 「強調の必 十不定

詞」 構文も次第に捺頭し始めていた。 又15世紀初頭を前後にして出現し始めた否定文・疑問文

における迂言のゐ 乱 この時代には漸次増化をみせ, 要するに迂言のゐ の出現と発展にま
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(第 一 図)

2

本稿の表題の 画一form とは 「ゐ十不定詞」 の形式を指 し, dOか使役の意を持つ場合, 純

粋な迂言用法の場合, 強意の場合等, この形式の励 が担い う(る。すべての意味を含むことに

する。 次に第一図をみると, 表の一番左の欄が W に現われる ゐ-formの各構文とその実例

数を示 し, その一行おいて右をみると Cx ではそれらが如何なる形に対応 しているかを示 し

ている。 同様に一番右の欄はCxに現われるゐ-formの各構文で, その一行おいて左は, そ

れらのW における対応状況を示す。 中央の各線はW と Cx のゐ-form間の対応関係を示

し, 左右の欄の各対応線は一方のゐ-formが, 他方ではゐ-form以外のものに対応 している

場合を示す。
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つわって, 亡び去った古い用法と, 今日確立している用法のほとんどすべてが, 共存してい

た時代であった。 だから例えば, W 502/17andsothushe励j ]etemakeandcountirfete

lettirs…・・・のよ うな例に出会 う時, 多 く め解釈が可能で, 虎j は代動詞にも本動詞にも とれ,

かつ又使役のぶ にも迂言の面 にもとれ, 更に使役でないと考える場合, 無強調のゐ にも

強調のゐ にも解せられ, 分類に困難を感じる場合も起こるのであるR) 上述の各研究書で, 同

一の文例に対 して異なった 分類処置がと られた り, 解釈に微妙な nuanceの相違が生じる場

合もあるのはこ う した時代背景のためである。 以下マ ロリーの ゐ-formにまつわるこれらの

問題点について も明らかに しながら, 上に述べた二つの問題に立ち入って行 く こ とにする。

V’, Cx 間 (7) dひ-formに 関 す る 対 応 表

これによると対応関係(A)(t3)((j ([i(E)と(F)(G)(H)の二つのgroupが注目に価いする。 そ こでまず

最初の groupか ら例示 して検討を加えれば,

50

(注) cc= accusative, x= infinitive, 本文中でもこれらの abbreviation を使用。

W にお け る

実 例 数

W の ゐ -form が
CX の ゐ , form

以外のものと対応

最左欄に対応す
る CXの各type
とそ の実例数

W , CX間の
fZo-formの

対 応

最右欄に対応す
る W の各type
とそ の実例数

Cχの do-formが
W の 心-form以
外のものと対応

CX における

実 例 数

心 J 39

(琥 加)
→ 戸→

直d d∂χ 1 単純形・その他2

≒ 匹 dO戈 S3単純形・その他8 ZeX X 1

,XO J 30 ゐ J 30

do accχ 7

fか αΓC rya χ 1 な し 4

卜 。
大 節と乙 did dO戈 1 1

did (lCC dOX

(1例を含む)

Xo ac・c χ 6 let x 5

dO X 6

(疑 問 文)

バ G匹 単純形 1 dO X 1

ゐ x(疑問文) 5 do acc χ 1

make do 戈 1 脚α恥 ゐ X 1 な し 1
卜 だ八 心 X 6

(疑 問 文)
d0 1et x 2

卜 ∂匹
c70 1e£ X 1 心 x(疑問文) 5

表現異なる 1 do acc x 6 do accx 6

而 71eR r X 4 j Q x2erf χ 4 xzxα& rXo x l mα& j Qx 1

J。 & £ x 1 心 ZeX jr l

な し 1 → 1← let accdo x 1

Zel J 1 → J← 1EXda X 1

6 nerer エ 4 do nel;cr x 4

な し 1 → L卜 j θ ,IO£ X 1
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(A) W の dOXか Cx の did dOX に ( 1例)

W A lso he 面 丿 耀び た aU the batayles that every worthy knyght ded of

A rthurs courte 29/ 36 (Cx A lso he did do扨1

knyght dyd of arthUrs Courte 62/ 9, 10)

(B) W の 后 ズが Cx の did dOX に ( 5例)

1) W Soanonethekyng leteya11sak sir Gawayneanonein hissyghtand

sayde 152/24 (Cx T henne the kynge 心d do yαllsake hiswoundesand comforted

him 171/2)

2) , 3) W The kynge yd Mzむ77zE all thes with many good gummys and

setthen ld te la抑 e hem in syxtyfolde of sendell large, and than /治 ? /噸 μ hem

in lede 162/ 33, 34 ( Cx and also syxty senatours of Rgme all noble men/whome

the kynge 心 j ゐ M zむ琲u and gomme with many good gommes aromatyk/and

afteT dyd do ceye them in sixty fold of cered dothe of Sendale 174/21, 22)

4) W Than thekyngein haste crystynde hym fayre and ldle co可eyme

hym jPriamus, as he was afore, and lyghtly lete dubbe hym a deuke with his

hondys, and made hym knyght of the T able Rounde. 173/ 12 (Cx thenne thekyng

lete hym anon be crstned/ and dyd do calle hym his firste name Pryamus/and

made hym a duke and knyghte of the table rounde 180/ 33-34)

5) W heかた 脚α加 lettirs as thoughe that they had com frome beyonde

the see, 860/8 ( Cx he 心 j 心 房α加 letters as though that they came from

beyonde the see 839/ 1) /

(Λ)(B)の例は W の「Causativeゐ十不定詞」構文 (以下dOχC と略) や let x を Caxtonが

did dOX に書 き換 え て い る ので あ る が , こ れ は要す る に dOχC と dO χ1) ( = 「Periphrastic

面十不詞詞」 構文) との意味上の抗争に関係する問題である。 dOχ1) の起源と dOχCとの

関係についてはすでに拙稿 「Periphrastic心 と Causativeゐ との関係についてlo」」 で問題

点と私見を詳述したので ここではく り返さないが, とにか く dOχ1) の発生と勢力拡大によ

り , dO X の形式を 持つ も のが dOX j) か dOχC,か , 判定不可能 な場合が多 々生 じ る と い う

混乱がひき起こ り, マ ロ リーの時代はこの同形式で異義構文の間の抗争の末期の時代であっ

た 。 に

しか し二つが全 く 混乱 していたと い う より, 方言的な差もあ り, 又 個人的にも いずれか

一方へのかたよ りが見られる。 マ ロリー自身については, W で判断する限 り, ゐ x の形式

(勿論 ゐ αa; xは除 く ) のかな りの数が迂言用法であ り, 使役用法はむしろまれであった。

一方 Caxton のこの点に関する言語習慣はどうであっただろ うか。 彼のゐ xの用法は概 し

て云 うな らば, 初期のものほど使役用法が多 く , 迂言用法はあまり見られず, そ して年令が

増すに従って dOχ1) の広範な使用が認められるよ うになる。 Engblom (P. 95) の調査では

「Caxtonの作品で迂言のゐが手広く使われるようになったのMt Blallchαydy?1α71d Eがα址171e

(1489) 以後である」 ことが明らかにされている。 こ う した現象について E11eμΓd (PバL65)

は, 「Caxtonは長 く外国生活を していたから若い時, Kent, London で身につけた言語習慣

を保存 していたのだ。 Kentや Londonでは15世紀前半には主と して ゐ は使役の意で用い ら

れていた。 と こ ろが新 しい 語法の影響を受け , 英国での 著述生活の中途で古い 習慣を改め

た。j と推定しているoLe・Mo吋eDaylhltyの印刷は1485年であるから, まだ保守的な言語習
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慣を捨て切れずにいた Caxtonは, 印刷に附すマ ロリーの MS. にかな り散在 して いる dOχ

♪ をみて, dOχCの存在がおびやかされることに多少の低抗を感 じたのであろ う。 一方 ぷj

dO X 喰 る形 式 は , dO χ C と 面 χ j) の意 味上 の抗争 の結 果 生 じ た も ので , dO χ C の補 強 さ

れた形である。 これはdOX Cを愛好する人によって使用され, 特に Caxtonは dOχCと共

に広範囲に使用 している。 こ うい うわけで, MS. にわずかに存在する dOχCを , dOχj) と

同形式による意味のあいまいさを回避させるために, ぷddOX と強化したものであろ う。 同

時に dOχCと同意義で, W にかな り現われる yEXx を も㈲の場合は, did dOXで置換え使

役のゐ の構文の数を増化させている。 (A)(回)の書換えは, このように使役のゐ を好む Caxton

の言語習慣を示すものであろ う。

更に次の例では dOχ:1) との意義上の ambiguity を生 じない使役のゐ の構文, did accx

までも, (A)の実例と同一文脈内に現われるために, それと歩調を合わせて, did UCCdOX に

直 している。

O W ぴこ) did accx 拓 Cx の did accdox に ( 1例)

W A nd all the batayles that were done in A rthurs dayes, M erlion dild 切 S

maystey B loyse 抑yy秘 them . 29/ 35 ( Cx A 11 the batails that were done in arthurs

dayes/merlyn dyd 垣sm㎡s£er Bleysedo匍1

も と よ り did dOX に関 しては, dO・χCの補強 とい う考え とは異なった解釈 もある。 即ち

did, dO共に使役の意を有 し, これが二重使役を表わす とい う説もあ り, 又diddOX の 虜d

が迂言のゐ とい う見方もある。 しかし W , Cx の関係から判断する限りにおいては, Cx の

did dO X は W (7) did X、 ld X, に 対応 し て い る の で あ る か ら二重使役説 は あ て は ま ら な い 。

後者の見方乱 例えば Caxton 自身に関して云えば, did dOX は迂言のゐ の少い初期の作品

に多 く現われ, 後期のものになると現われ方が激減するから, 妥当しない。 同時に, 一般的

に云って七 ぷd dOX は Manning, Chaucer から Caxton に至る迄時々現われる語法で,

実際には Caxton程 extensiveな用い方を した人はな く , Caxton以前はまれに見出されるの

みであるが, その場合のほとんどすべてが, 迂言のゐ を避け使役のゐ の基盤の強い作品に

見出されるからである。 こ うい う事情から, これは ゐ ズεと dOXj) との polysemicconflict

の中で dOχC を強化し, dOχ1) この分化, 区分のために生じたもので, Caxton も Cxの

中でこ う した目的で書換えを行っていると想像できよう。

第一表で明らかなよ うに, 他に, W に対応個所のない did dOX拓 Cx では4例見出され

る 。

(D) W に対応個所な しで Cx ではぷf/ ゐ x ( 4例)

1) , 2) Cx And after kyng ArthuT dyd doo ra7,sd e the dede bodyes/and

めざめ 加りE them thatwereslayne of his retenue euery man accordynge to

thestate & degree that he was of 174/ 11 ( d . W A nd than relevys the kynge

with his noble knyghtes and rensaked over all. the feldis for his bolde barouns.

162/20)

3) Cx Thennethekynge幽ddocα11esyreGawayne/syreBorce/syr Lyonel

and syre Bedwere/ and commaunded them to goo strayte to syre Lucius 169/ 11

(W な し)

4) Cx and anon thekynge砂j ゐ asemblehis armye70/35 (W な し)

W に対応個所なしと い うのは, これらが Cxの Bk V (pp. 160-182) にあたる部分に現
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われるとい う事情による。 同時に上の(A)佃)((j) と , この(D〉の項目にあげた合計11個の (Jid dOX

(ぶd accdoχ1 例も含めて) を見直 してみよ う。 これ らが Cx全篇に現われる did dOX の

すべてであるが, この うち 8個迄が Bk V に現われている こ とがわかる。 Cx の Bk V の部

分はW では Ay拾11yalld Luc伍sの部分 (PP. 136-177) に相当するが, この部分だけは両方

のテクス トが parallel していない。 これは衆知の如 く , W のこの部分が, マ ロ リーの第一作

で, 末だ彼の文体が確立していな く , 種本となった14世紀末の North West方言で書かれた頭

韻詩に, 語彙・文体・語形等の影響を受けていて, 他の部分の言語状態と大いに異なるため (た

だ し 心-formについては他の部分と変らないが) , Caxtonには異質的に思われ, 印刷の時全面

的に書き改めたためである。 今触れたように W ではAythllyatld Luc緬sの部分を も含めて

ゐ-formの用い方は全篇を通じて大体同じである。 Caxtonは印刷しよう とするマ ロ リーの作

品が, 自己の言語習慣と異たり , dOX j) の基盤がdOχCよりずっ と強いことを 見出した。

そこで劣勢のdaズcを did dOXに強化して同形式のために生じる polysemicconflict を防

ごう と した (項目(A)で例示 した ものを参照) 。 しか し BkV は Caxtonが MS. を逐語的に印刷

に附す とい うのでな く , 物語のす じだけを追って, MS. め長さの約半分に縮小し, 自己の言語

習慣に従って自分の表現で書き下したのである。 当然, dOCを多量に使用 したかったであろ

うが, Bk V以外の部分との調和を考えて差 しひかえたのであろ う。 又W で判断するとマロ

リー自身はゐ xcを dOXj) から形式上分化させる手段と して letxを多く用いている。 Bk

V以外は, W のM xを印刷の際かなり忠実にそのまゾま保存した。 わずかな例外は(B)の(5)に

例示した例文だけである。 ところが, Bk V では逐語的に印刷に附したのでな く 全 く 自由に

書き改めたため, W で収 ld X で表わされている内容を㈲の 1) 2) 3) 4) のよ うに did dO

xで表現しているのである。 このよ うにCxの Bk V は, W のすべての部分や, CxのBkV

以外の部分とは逆に, 迂言の 心 よ り使役のゐ が豊富である。 勿論 Cxの Bk V に迂言の

心 が皆無とい うわけではない。 即ち ,

(E) W の ld X拓 Cx の ゐ ズに ( 1例)

Cx & ther with he dyd commamlde hys tr5pettes to blowe the blody sownes

in suche wyse that the ground trembled and: dyndled 173/ 9 ( W and than he

ld e blouJup with trumpettes and with tabour6, that all the vale dyndled. 158/24)

Bk V であるから一語一語の対応はない。 したがって dyd commalmde拓意味上直接 耐

blO加 に対応するわけではないから, W の対応個所な しとい う項目に して もよい。 とにかく

Cx のこのゐ xは Caxton 自身の英語である。 このゐ4 を Engblom (p. 89) は使役に解

して い る。 Sommer の glossary や Elleμ Γd は何 も述べ て いな い 。 一方 Baldwin (p. 86) は

迂言のゐ と している。 筆者はゐ x♪ とみな して差しつかえないと思う。 その理由と して

1529年の Wynkyn deWordeの edition (cf. Sommer, Vol. 1, P. 60) では ’And hethere

with comm(n171dd ’ と単純形に変えられている し, 又 この年代のCaxtonにとって , dOχj)

の使用はまれではあったが, 全 く unfammar であったわけではないからである。 ここ で も

ゐ x を迂言用法に, did dOχを使役に分化する とい う Cx全体にみられる区分が貫かれて

いるのであろ う。

マ ロ リーの作品を印刷した頃の Caxtonは, 上述の ように, 使役のゐ を広範に使う習慣

を有 していた。 印刷に使用した MS. に自己の習慣に相反する dOX j) をかな り見出した時,

did dO X に よ っ て dO χ Cを 強 化保存 した だ け で な く , M S. に み られ た 迂 言 の ゐ を 単純形

に書換えることによって, その数を減らしていると想像される。 これが第一表の㈲籾である。
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㈲ W の dOX j) か CX の単純形に。 ( 8例)

a) 同一動詞の単純形に,

1) W And soonea tymeMerlyon dd shew hir in a roche whereas was

a grete wondir and wrought by enchauntement that went undir a grete stone.

93/3 (Cx And sooon a tymeit happed that Merlyn S知加d to her in a roche

where as was a grete wonder/ and wroughte by enchauntement that wente vnder

a grete stone 119/37) 犬

2) W For hereby dwenyth a knyght that wbll not be overmacdhed for

no man l know but yedo o耽ymacche hym. 189/32 (Cx but ye (以び琲d必e him

193/3)

3) W And than they dd ㎡ygM suddeynly 349/8 (Cx And thenne they

㎡ygM Sodenly 346/ 14)

4) IV ‘l mervayle,’seydesirDynadanythatye心 Z’θsかbehyndesirTrystram

so,…’ 400/36 (Cx l merueilesaid sir DynadanJt yeわooslebehyndesyrTristram

397/1)

5) W W yte 〔yo〕u well ye sha11心 力 〔め 心 feaw fryndis 875/32 (Cx wyt

you wel ye shal力 xx& fewe frendes 853/35)

b) 表現を変えて

6) W And anone as he wascom Merlion dltd 琲ak kyngeArthurethat

sir Gaw ayne was sworne to telle of hys adventure, 81/ 8 ( Cχ A nd anone as he

was comemerlyn desμd of kyng Arthur Jt syreGauayneshold sworne to telle

of alle his auenturtes 109/ 6)

c) ゐ を main verb に して

7) W ’Madame,’ seydesir Borsythat slyeve-beryngerepentesme, butl dare

say he dltd beare hit to none evyll entent; but for thys cause hebare the red

slyve that none of hys blood shold know hym . 770/24 (Cx but l dar say he め j

it to none euylle entente 751/ 21) ・

8) W But and yebeslayne l woll takemy detheas mekely as ever 心j

marter Zα加 hys dethe for Jesu Crystes sake. 822/ 33 ( Cx but and thou be slayne

l wyl take my deth as mekely for lhesus Crystus s淮 e/as eueT dyd ony crysten

Quene 801/30)

糾 疑問文におげる もの : W の dOX拓 Cx の単純形に ( 1例)

1) W ‘Fayrefelow,’ seydesir Ectory dosfe thou 加θ泌 this (jontrey or ony

adventures that benenyghe here honde?’ 181/22 ( Cx Fayre felaw said syre Ector

旨Io加esf thou in thys countrey ony aduentures that ben here nyghe hand 184/ 30)

ただわずかではあるが逆の例も見出される。

(H) W の単純形が Cx の 心 x に ( 2例)

1) W sir Palomydesspearebrake, andsir Lamerokes防鼠ぺ 93/34 (Cx but

sir Palomydes spere all to brast and syre Lamorak dyd holde二487/ 16)

2) W And therewyth sir Trystromes shewed forth La Beale lsodeand

turned hir thryse ‘aboute with his naked swerde in his honde. And so 励μ/・sir

54



の両方が同一である。Winchester MS. と Caxton版の関係は第二図(Vinaver,

Vol. I , P. xci より) の如 く であるか ら, 同一の部分が必ず しもマ ロ リーの

original な ものである とは限らない し, Cx と相違する W の部分についても

同様である。 しか し, X, Y, Z 共に現存 しない し, W は多 く の点で Cx より

complete で authentic であることが証明されているので, W によってマ 9

リー自身の ゐ-form の用法を推定す るこ とにする。 第一表の図には示されて

いない, 細かい Cx との相違について もその際ふれてゆ く。

3

我々は Caxton の書換えの意図を以上のように推定して来た。 他の部分については,

W inchester M S. 欠 如 の為 Cx と の比 較 が不 可能 な (K)旧 と 後 述 の (o) を 除 け ば , (M)̃ (S)はW , Cx

Maloryにおける 心-form について 137

Brewnor the same wyse to his lady. 313/ 37 (Cx And there with sire T ristram

shewed la beale lsoud/and torned her thryes aboute with hisnaked swerd in his

hand A nd whanne syre Breunor sawe that he 心 が the same wyse foytle his

lady 311/ 34) 一 こ れ は次章 に お け る 1) の④一 面 の例文 と 比べ合わす と 興 味深 いー 。

以上(A)̃ (E)と(F)̃ (H)の二点が W と Cx との大きな相違であ り, Caxton がこのような修正

を印刷の際使用した MS. に加えたことが推定される。 他の異同(I)(J)はdid dOχ(7) 一つがゐ

の他のsynonymJ en こ置き代えられている場合で, これは Caxtonの英語に, did dOX と

同時に時々現われるもので, did dOX (7) 項で述べたのと 同種の現象であると 考えて よかろ

う。

(I ) W に対応個所な し, Cxは let`accdoχ ( 1例, Bk V内)

Cx And them that were hurte he /εか the surgyens doo serche their hurte

and woundes/and commaunded to spareno salues ne medecynes tyl they were

hole 174/ 15)

(J) W の ld X沁 Cx の ld dOX に ( 1例, Bk V の範囲内)

W A nd anone the kynge ld te c町 asaw te unto the towne, 173/ 15 ( Cx A nd

thenne anon the kynge /εか 面 cダyg assaulte to the cyte 180/36)

(第 2図)

M alory

|
/ `¥

1) ゐ ズについて (その 1)

dOχ1) と dOχCとの区別は, 面 の主語によって 示される人物が, x によって示さ れる

行為を 自ら行うか, 第三者に行わすか, 文脈によって判断する以外にな く , 曖昧さが生 じ易

く , 区別不可能なものの存在する可能性も多いが, 次の①②は明らかに, dOχCである。

(又③も恐ら く dOχC)

① (A) W 38/4, Cx62/9 ( カ ッ コ内は第一表の対応。例文はすでに例示 したため略。

以下同様)

② (MI) W she wolde domαkethevessell redy and all maner of thyngeto

purpose 504/29 ( = Cx 498/8) (M で あ るか ら Cx も同一であ る拓, did dO X の構文

は did拓過去時制の場合に限定されてお り, こ こでは 扨0111ddOχのためd辺 dOXへ

改訂が加えられなかった ものであろ う。)

③ (M2) W Yewo11 domαk a cry ayenst the Assumpcion of Oure Lady

254/21 ( = Cx254/26)
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他は大部分がdOX j) であり, マロリー自身は dOχCより dOX j) を愛好する言語習慣

であったことが推定される。 マ ロ リーの dOχj) を考察するにあたって, まず次の例をみる

こ とにする。

④ (M3) W Than quene Gwenyver comended hym, and so 虜,sy J11 good

knyghtes, < and> made much of him, eχcepte sir Gawaynes brethirne 491/26

(Cx ThenneQuene Gueneuer commended hym/and soo 心j alle other good

knyghtes 琲ade moche of hym excepte sire Gawayns bretheren 485/3)

この例は厳密にはゐ ズでな く 「ゐ十定動詞」 であるがレ便宜上 (M) に分類 してある例

である。 W における< and> は Vinaver の emendationによるもので, 11) これ乱 又その前

のcomma乱 MS. にはないものであるから, Cx を参考に して読めば 「ゐ十定動詞」 の構

文とみなす こ と も出来よ う。 0 . E. よ り15世紀に至る迄, この 「ゐ十説明的内容を もった定動

詞」 の構文は存在している。 例えば Engblom (P. 45) よ り一, 二例を拾えば次のようなもの

がある。 ① D沁woreld isclepedsa2リ・eflowe6 andebbe6・swoゐ6 ec戸isworeldμOtd S・

加nne heworeld-Wunne 31eue5・and ebbe6: 7・anne hie hit eft binime6; ② swo ゐ6 μs

mannisseμ尿5fram iueletowerse. Engblomはこれを代動詞のゐ とみな し, 強調構文の

原形を この構文に求めている。 一方 Engblom とは異な り EIleμΓdはこ う した構文を, 単に

dOX j) への第二次的な促進的要素と考えている。 この構文のゐ は, 後に現われる定動詞に

先行 して, その内容を包括的にあらか じめ述べる役目を果 している娯, dOに先行する文脈に

その定動詞と同一の動詞が現われる場合(イ)と , そ うでない場合㈲があ り, Engblomは(f)(口)共

にゐ を代動詞と考えているが, EHeμΓdは(イ)のみを代動詞と考え, (口)は main verb とみな

している (cf. E11egjrd P. 138) しか しその bordernneは明確でな く , 上の④ (M3) の例も,

面 の後に現われる定動詞と同一の動詞がゐ の前に現われないが, 意味の上からはcommelld

も md emE heof も大体同意義であ り , 広い意味では これ も代動詞 とみな して よかろ う。

マ ロリーの dOχj) の特徴の一つは, こ う した代動詞に由来するものが多いことであ り, 次

のものは定動詞が, 不定詞となって完全牡dOχj) の段階となっている例である。 その例と

し て , SO+ ゐ ズ で , x と 同一 の動詞 が前 の文脈 に現われ る場 合 (但 し⑤ はやや特殊 で あ る

が) を まず例示する。

⑤ (M4) W lykeasTerquyn wacched todystressegood knyghtes, sodnd this

knyght d fe71d j to destroy and dystresse ladyes, damesels and jantyllwomen

194/18 ( = Cx 197/25)

⑥ (:M5) W but thedeuke・‘‥‥badesir Gareth a!yght and fyghtwith hym. So

he dlld ㎡ygM , and they dud grete batayle togedyrs more than an houre 267/ 3

( = Cx 266/23) 12)

⑦ (M6) W ‘now chose hir at your adventure.’ And so sir Bleoberys 面丿

chose sir Segwardes wyff, 298/ 7 ( = Cx 296/6) 13)

⑧ (M7) W And, pard6, sir Gaherys, yeknow me wen inow by my shylde,

and so 面 I h O加 you by youre shylde 405/ 37 ( = Cx 401/ 31)

Sバまないが次のものも同様の例である。

⑨ (F7) W But and yebeslaynel woll takemydetheasmekely asever dd

marter Zα加 hys dethe for Jesu Crystes sake 822/ 33 ( Cx as euer dyd ony crysten

Quene801/31)
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次の例は, dOχの ズと同一の動詞が ゐ に先行 しないが, 内容的にはほ y同意義の動詞が

先行する場合である。

⑩ (M8) W And l may lyckyn thegood knyght Galahad unto the Sonne of

the H yghe Fadir that lyght within a maydyn and bought all the soules Qute of

thralle: so 虎 j sir Galahad 虎 かz励 ・ all the maydyns oute of the wooful caste11.

651/15 ( = Cx 636/6)

⑥ (M9) W ‘Brothir, hereyscom aknyghtthatmyharteiryvythgretlyunto.”Fayresyster,’ seydesir Urr6y so面漬 my hartelygMeg;「etly ayenstehim, and

my hartegyvith me more unto hym than to all thes that hath serched me.’

813/27 ( 三Cx 793/33)

次の⑩ (N) , ⑩ ( 〇) 乱 W に関しては この範躊に入れるのが一番適当であるように思

われる。 尤も色々な解釈は可能で, 例えば Engblom (P. 62) は⑩ ( N) の Cx を d旧 dOX

の変種であると考え, そのように分類例示 している。 Caxtonのよ う牡 dOχCを̀好む言語習

慣の人にとっては, あるいはそ う感 じ られたかも知れない。 けれども W のように迂言の j a

がかな り使用されている MS. に関しては, 上述の ⑤一冊 と同種のものとするのが適当であ

る。 尚 E11egardは⑩ (N) については, P. 246 で equivocal なものに分類 している他は,

何も述べていないが, ⑩( O) の W については, P. 246 で equivocalなものと して分類しな

がらも P. 139においては本稿と同様の立場を とっている。

⑩ (N) W “…・・,And whan yehavemadean thysl sha111ettemakeagurdy11

thereto, such one as shall please me.‥ So all thys kyng Salamaon d㎡ 1計 make`

asshedevised, bothetheshippeandall theremenaunte……’ 712/30 ( = Cx 698/3)

⑩ (O) W andsothushededlete・ ak andCOU㎡iが庇 lettirsfrom thePope,

502/17 (Cx Lo thushe心砂heldemakeand coB11feがefek tters from thepope

495/34)

否定文, ゐ ボがズは全篇を通じ一例見出されるみで, しかも W が欠如している部分であ

るから, W , Cxの対応は分らないが, Cx では次のようになっている。 も し W も同一だっ

たと仮定すれば, 上と同一の範暗に入れられよう。

⑩ (L) Cx yebetoblame/for yedysplese god with suche maner of sorow

makyng/Truly sayd syr Lauhcelot l trust l 面 not dyゆlesegod 857/32

このようにマロリーには, 代動詞から発達した と思われる type(7) dOχか多いのが特徴で

あるが, ここで一言つけ加えたいのは, このこ と拓dOX j) の起源を代動詞に求めよう とす

る古い議論を く り返す材料になるとい う こ とではないとい う こ とである。 代動詞からの発達

と思われる typeの面 xが広まったのは漸 く 15世紀になってからであ り, 一方 dOχj) の発

生は13世紀後半にさかのぼり, これとは異なった sentencetypeで現われている。 要するに,

「ゐ十不定詞」 の構文は dOχj) の発生に対する contributing factor にすぎず, 主たる発

生の原因をそこに求むべきではないと思う拓, dOX j) の拡大に従って, こ う した構文も ゐ

XI) に合流 したものと考えられよ う。 犬

前に一寸触れたよ うに, Engblom は一般に代動詞起源の dOχを 強調的とみな している。

勿論代動詞のゐ は元来強調の要素を含み持つものであるから, 上述の一連の例も ゐ が強意

を担っている可能性はある。 しかし古い資料の場合, 書かれたテクス トからは, 特定な場合

を除いては, 強調の問題は確証出来ないから, 推定の域を出ないことは云うまでもない。
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2) ゐ x について (その2)

以上の他のゐ 刈ま, 不定詞に面 が直接先行 しているものが大部分で, 代動詞からのtype

という制約のない dOχj) である。 この typeの ゐ のほとんどが過去形である ことから,

did X は 過去時制形成 の手段 と し て使われた も ので あ ろ う 。

① (F6) W 81/8 (Cx な し 109/6) 14) 例文既出。

② (FI) W 93/3 (Cxは単純形 119/37) 例文既出。

③ (Mlo) W and thou dydysteleue thatswerdequeneGwenyveresholdethou

never se. 203/35 ( = Cx 207/4)

④ (M11) W an the trouth sir Gahalantyne dud felle, and sir Mador de la

Porte, and sir M ordred, for they were at the same turnement. 209/26 ( = Cx

212/24)

⑤ (M12) W butever thenakyd placis theydd deμ遥e239/3 ( = Cx 238/31)

⑥ (Mlj) W but he abought hit full sore or he did αゆye his fyghtynge

239/5 ( = Cx 238/34)

⑦ (M14) W But l mervayle, …… that sir Kay dlldmokand scortlehym and

gaff hym to name Bewmaynes 253/24 ( = Cx 253/28)

⑧ (M15) W andthereshedltdsfa1111chesirGarethswoundisandsir Gawaynes.

268/5 ( = Cx 267/28) 15)

⑨ (M16) W ’A, sir, remembir yenat of the fall yedud 飢汀 me onys, and

aftir that ye refused to fyght on foote with me?’ 334/ 11 ( = Cx 332/ 3)

⑩ (M1り W And hethanked them, and sowashelorde, andworhypfully he

dud g01Jerm hem. 336/25 ( = Cx 334/ 11)

⑨ (F3) W 349/8 (Cx 単純形 346/14) , 例文既出。

⑩ (M18) W And than hedd byd面 sir Gaherys 380/9 ( = Cx 376/13)

⑩ (M19) W and theremenauntethat abodehe wounded hem sore, all that

& d abyde 388/27 ( = Cx 384/26)

⑩ (M20) W Ryght socam in sir Persidesand sir Trystram, and sod㎡ 良ye

that day that they put the kyng of North Galis abacke. 389/ 10 ( = Cx 385/8)

⑩ (M21) W he…面面 肖α加 astrangeclarketobryngetholettyrsuntokyngle

M arke 502/ 17 ( = Cx 496/ 1)

⑩ (M22) W sir Trystram dd do扨blesomuchededysof armys554/3 ( = Cx

544/14) , dOαCCX?

⑥ (M23) W Than loked sir Launcelot up to the hevyn and hym semed the

clowdis j ㎡ 砂抑 674/8 ( = Cx 659/4)

⑩ (M24) W kynge Arthure aspyed hym as he dlld uJα治e in a gardeyne

besyde the caste11 758/ 15 ( = Cx 739/27)

⑩ (F7) W 770/24 (Cx 751/21) , 例文既出。

⑩ (M25) W And hartely sheprayd hir fadir that hir brothir myght wryght

a lettir lyke as she 励j a j 嵩 , and so hir fadir graunted her. 779/28 ( = Cx

760/19) 16)

@ (M26) IV And anone as hedd αuJak hewaved foyned at sir Launcelot
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as he lay, and seyde, 859/25 ( = Cx 838/19)

次の例は単に過去時制形成のためばか りでな く , 頭韻詩 Moyfe Aytlmyeの焼き直 しの部

分のため, 頭韻上の手段と しても役立っている。

詣 (M27) W he‥‥‥dremed how adredful dragon dltd drellchemucheof his

peple 142/ 32 (Cx hym semed that a dredeful dragon dyd dyo扨?le moche of his

peple 165/ 3) 尚頭 韻 詩 の原文 17) は次 の よ う に な っ て い る 。 H ym dremyd of a dragon,

dredful to beholde, /Come dryfande ouer アe depe to drenschen hys pople, ・・… ・

(11. 760- 761)

この typeで過去形以外のものはわずか4例のみである。

⑩ (M 8) W And also l am sure, assoneasmy lordekyngeMarkedOklIO犯

you hewoll banysh you. 374/30 ( = Cx 371/14)

⑩ (F2) W 189/32 (Cx な し 193/3) , 例文既出。

⑩ (F4) W 400/36 (Cx単純形 397/1) , 例文既出。

⑩ (F5) W 875/32 (Cx単純形 853/35) , 例文既出。

又次の二例は副詞と関連 して使用されている。

頃) (M29) W now 高 l mldiずst011de that ye love my mortall enemy 452/21

( = Cx 446/10)

図) (M o) W For, lykeaswynter rasure高浩1? allway ayaceanddげacegrene

su m m er , so f ar y th h it b y u n stab le lov e in m an an d w om an , f or in m an y per son es

there ys no stabylit6, 790/ 32 ( = Cx 771/ 13)

これ らの dOXか強意のための ものであるか否かについて一言す る。 強意の ゐ は無強勢の

dOX j) か ら徐々に発達したが, E11egard (P. 192) によれば 15 ・16世紀にはまだまれであ

った。 例えば, 動詞の現在形又は過去形を同一動詞の他の時制に対照 して示す必要からdO示

使用された り, 他の助動詞と対照的に用いられた り, 強意のために 高 が動詞に後置された

りする等, 文の構造から 高 の強意を明白に示す場合があるが, 上の一連の例文で, こ う し

た明らかな例は見当らない。強意を担っている例が存在する可能性はあるに しても, 時制 (特

に過去) の形成という以外は格別の修辞的理由もな く , 単一の動詞と同価値に用いられてい

る dOX j) 娯大部分であろ う。

3) 疑問文における 高 について

マ ロ リーでは, 疑問文は大部分主語 ・述語動詞の倒置に より形成 されてお り, 未だ 高-

form は popular でないが, 次の数例が見出される。 注意すべきはそのすべてが他動詞の場

合とい う こ とである。 疑問文における 加 の導入は, 一般に, inversion を避けよ う とする傾

向に関係があると されている。特にSV倒置によって, 動詞の後に, SとOが並ぶ不便さを避

けるために ゐ が使用されたと考えられている。 そのため, SV倒置を して乱 こ うい う不便

さのない自動詞の場合や, 他動詞でも objed の先行する疑問文 (ex. what said he?,) では,

ゐ の使用は少な く , 他動詞のその他の場合が初期のものには多いとい うのが EHeμΓdの説

明(P. 202) であるが, マ ロ リーに現われる疑問文の ゐ はかかる場合ばかりで, この説明に

合致 している。

① (G) NV ‘doste thou h O扨 thiscontrey or ony adventuresthat benenyghe

here honde?’ 181/22 ( Cx 倒 置形 184/ 30)
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② (RI) W othir ellys& j yeever yりoyse her in onyplesure? 569/15 ( = Cx

559/3)

③ (R2) W sithyn yeknow in sertayne, whereforeゐ yeaske hit me? 636/26

( = Cx 622/12)

④ (R,) W ’Why say yeso? ’ seydethequene, D̀Oyeかy瞰y頑eyoureselff of

youre good dedis? ‥。’ 799/12 ( = Cx 779/33)

現在の用法では, 疑問詞の主語で始まる直接疑問文では ゐ は使用されないが, 初期の段

階ではかかる場合にも現われるこ とがあ り, マ ロ リーにも一例見出される。

⑤ (R4) W ‘A, falseknyghtandtraytoureuntoknyshthode, whodltd lerllethe

to distresses, ladyes, damesels and jantyllw omen ? ’ 194/ 9 ( = Cx 197/ 17)

Engblom (P. 40) は, こ う した例文を根拠に して, inversionの回避が, 疑問文における

ゐ の用法の確立の原因であるとみなすこ とに批判的な態度を とっているが, ただマ l=・ リーの

よ うな例文の場合, dO拓疑問文の要素と してその機能を果す とい う よ り, む しろ肯定平叙

文に現われる dOχj) と同種のものであるとみなすことが可能であるように思われる。

次に ⑥ (R5) の例を EIleμΓd (P. 140) は main verb必 と解 し, ‘Womanwhy doisXou

:pus/Tomake vsmoremyscheue ( YOyねPIαyS) ’ のよ うな 例文 と同一の構文 とみな してい

る 。

⑥ (Ri) W why虎j yeso功一s硯yか adownesoogood aknyght asheys, and

namely whan l had ado wyth hym ? 558/ 7.

しかし わ-sgμ叫こおける かは inf. の sign とい う より強意のprefix18) と考えて差 しつか

えない よ うに思われる。 尚 Cx ではこの個所は, why 心j ye s酌面 doune soo good a

knyght as he is 548/ 11, と な っ て い る 。

最後に次の例はW の欠如のため対個関係は不明であるが, Cxではゐ が使用されている。

⑦ (K) Cx why心j yeαgα加 me859/2

4) d0 11郎eTχについて

M. E. では軽い強勢め副詞は動詞の後におかれることが普通であった。 15・6世紀の間にそ

れ迄 postpositionの副詞が anteposition を とるこ とが次第に多 く なってはいったが, post-

positionを とる こ とが依然と して普通であった副詞が, 何 らかめ理由で antepositionを とる

時は, dOセ伴 うこ とが多 くなった。 マロ リーの頃はすでに, wg り よantepositionも多 くな

ってお り (EIleμΓdP. 184 の図表では約40% 位) , 一般的に云えば当時mlJeyかdoセ伴 う こ

とが目だって多いとい うわけではないが, マ ロ リーの作品では次のような例が見出される。

① (QI) W for so fowleandsoshamfully面ぱnever woman yeり た aknyght

as l have done you 229/22 ( = Cx 229/26)

② (Q2) W but hegaff hymsuchabuffettethathedlld neveryec01Xey265/27

( = Cx 265/17)

③ (Q3) W she虎j neverhdehymmoreafftirbutever lovedhym…… 280/14

( = Cx 277/18)

④ (Q4) W I dd nev町 hltれehym 406/21 ( = (73×402/11)

5) doaccχ (特に ゐ o にわ zひ陶 について

1) - 4) で観察 してきたように, マ ロ リーのゐ x の大部分が迂言の用法で, dOχCとの抗

争という観点から云えば, 後者は大幅に後退した状態になっている。 そ して dOχCの代り
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と して, 意味上の暖昧さを生 じない 1吋 Xの形式が好まれている。 ちなみに統計的数字を示

せば, dOXCか上述の3例であるのに対し, ld X は約150例見出され, その他 ma知 χ, gar

x も若干みられる。 一方使役の面 は, ゐ x ♪との意味上の抗争の生じる可能性のない ゐ

accx の構文においてはまだかな り残存 していた と 予想 される。 しか し この場合 もほ と ん ど

は ゐ og Xa a7な と い う 相 当後 の時代迄生 き残 っ た 慣 用 句 と し て で あ り , こ の構文 に おい て

も使役のゐ の衰退がみられる。

① (S1) W Also, sistir, mesemyth ye myght hαue dom me Xθzが凶? of his

commynge, 252/35 ( = Cx 253/3)

② (S2) W And than kyngeMarkesenteuntosir Malhalteand dtld hym わ

zぴ池 ? that a bettir man borne then he w as hymself sholde fyght w ith hym,

283/26 ( = Cx 281/4)

③ (S3) W And hebademetoゐ you か 吻面 that hewoll be youre mortal

foo in every place 331/ 18 ( = Cx 329/22)

④ (S4) W ln thenameof God…… I ゐ you verylyか g・心 heysnat dede,

728/1 ( = Cx 712/12̀)

⑤ (S5) W ’Nowgothou, sir Lucan,’seydethekyngeyand面 meか叩,たwhat

betokyns that noyse in the fylde.’ 869/2 ( = Cx 847/22)

⑥ (S6) W And uppon payne of my lyff he shall encheve the Sankgrea11,

ryght as sir Launcelot had dolle us fo 11?ldirstollde. 631/ 33 ( ==; Cx 617/ 18)

⑤ (S5) は 面 aw た) 而X と同意義であるからそれを 除外すれば, doollefo加it 以外の

例は次の一例のみである。

⑦ (C) W Merlion dnd kysmaysfey Bloyee加yyfe them. 29/35 (Cx merlyn

心d hismdstぴ Bleysedo加?・μe 62/9) , 尚 2章の (C) においても例示。

4

以上を簡単に要約すると次のようになろ う。 まず W , Cx間の関係については,

1, W がマロリーの original な ものを忠実に残 しているとすれば, マロ リーは迂言のゐ

をかな り使用する習慣であったと推定される。 使役のゐ に愛着を持っていた Caxtonは, こ

う した MS. を印刷に附す際, MS. にわずかに現われる dOχCを 甫d dOX と強化 し, dOXj)

と形式上分化している。 彼自身が全面的に書き換えを行った BK V にはこの傾向が特に著し

い 。

2. 更に Caxtonは MS. に現われる迂言の励 を 印刷の際単純形に書き換えるこ ともかな

り行い, そこに見出した 心 ズ♪を減少させている。

次に W のゐ-formに関 しては,

1. W の用法には代動詞のゐ からdOχj) ヘの一般的傾向へ合流したと思われる例がか

な り多い。

2. 1 で 述 べ た 以外 の dO X li ( 不 定 詞 が 直接 励 が先 行 の場 合 ) に 関 し て は , 特 に 過 去 時

制の形成のために did Xか使われた。 この場合現在形の面 刈よわずかである。

3. d0 11euey χは多少現われ るが , 所 謂 否定文 の 加 7㎡ ズは W に は皆無 で あ る 。 一方

疑問文に 面 が使用される場合, 他動詞の例ばかりである。 ゐ はこの場合 S と Oが V の後

に共に並ぶのを回避するのに役立っている。
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4、 dOχj) と dOχCとの抗争に関 しては, W では圧倒的に dOX l) 拓多いど9) dOχCに

代って Zd X (mak χ, gαΓx) が用いられている。

5. dOX l) との混乱の恐れのない doaccχにおいて使役のゐ は多少残存するが, この場

合乱 当時慣用的な ものと して生き延びていた dO011j fO抑itかは とんどで, 使役の 加 の

勢力は強くない。

(附記) 本稿は日本英文学会中部支部第十八回大会 (1965 ・10・ 2於福井大学) における発表に加筆訂正

を施したものである。
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n) Vinaver (P. 1493) は < and> の挿入につき次の説明を加えている。 “Modern editors emend

mα心 t0 ,77d e. But the omission of αd ( & ) after an abreviated plural ending is an even

more likely scribal error than thesubstitution of j for ん。” しか し o j の挿入を認めず ,

「ゐ十定動詞」 であるとする見方も存在するわけである。 尚 「而十定動詞」 構文一般については,

Ryne11, A ・, 0 n A 11eged Co‘nstructions like ぶd r ・£e( & ㎡ jer j ,710・lerπ励 r蝕四 a 遥叩 , 砂 j㎡ e,

FoZyz7xH, Stockh01m 1964, PP. 132- 147) 参照。 本例文の解釈上の色々な立場についても , この書

の P. 134 で と り上げてい る。

12) E11egard (P. 262) はこの例文に 7emph(pro?) ’ と記している。 Engblom (P. 90) も又この例文に

’Emphatic?’ と記し, 強調のゐ の可能性を考えている。 一方 Sommer は彼の edition の glossary

の ’゙alyghte” の項でこの例のdyghteを過去分詞と述べているが, Engblom (P. 90) は不定詞だと

反論している。筆者も不定詞と考えたい。

13) Engblom ( P. 90) はこの例を例示し, ¨emphatic? Very Uncertain; 心j probably onlymarks

the tense” と述べて い る。

14) E11egard (P. 246) はこの例を迂言のゐ かと疑いながらも equivoca1な例として分類している。

15) 文脈より ’she’ なる人物が 自ら ’staunche’ したと考えられるからdOXPに分類した。 Engblom

(P. 90) もこれを dOχP と考えている。 尚Wynkyn deWorde の版ではy staunched’ と単純形

にな っている。

16) E11eg計d (P. 246) では本例文を equivocal なものと して取り扱っている。

17) Bj6rkman, E., (ed.) 肘o心 j rx加rら 耳eidelberg 1915, P. 23. ア
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18) 例えば N. E. D., To-, 戸が咄2 0項参照。 “2. Used asamereintensive: Completely, entirely,

soundly, greatly, severely, etc.,… …↑ to-snlite F↓, to smite violently…”

19) 尚第一図の (P) , 即ち W, Cx 共に makedoχの例 (W Kynge Pellam off LystenoysQha伍

md e 励 cry in all the contrey a grete feste 62/29= Cx 92/9) は筆者 に と っ て , dO X p か 面 x

cかに関して, ambiguousな例である。
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T he paper deals with two problems: ① To compare the use of 庇1-form between

the W inchester M S. ( W ) and Caxton’s edition ( Cx) in order to make clear what

revision Caxton made to his edition. ② T o describe some charateristic features of

面 -form in lV, and infer how M alory used 漬)-form. ( N . B . , iV is not M alory’s original,

though iV is proved to be more complete and more authentic than Cχ in many

respects) .

T he results arrived at may be summarized as foHows. ① i) XVhile j θx is seldom

used in a causative sense in χV, Cx is characterized by the use oL did do x, a

reinforced form of causative dO X, which shows Caχton’s preference for causative

d0 . Particularly conspicuous is Bk V in Cχ, where Caxton completely rewrote the teχt

by himself. ii) Some eχamples of periphastic φ? in ly correspond to simple verb

forms in Cx. Caxton may have reduced the number of periphrastic漬) he found in M S.

② i) Thegreat majority of 面 r instancesin W aretobeconsidered asperiphrastic.

ii) χV has many examples of と/θ x which can bethought to have developed from

‘面 十explanatory finite verb’. iii) M ost of the examples of ゐ x other than those

referred to in ii) seem to be used only to mark the past tense. iv) Eχcept some

examples ol do tlelJey χ, do`?lot χ is not found in lV ( though there is one in Cχ.) v)

XVe find 漬) x in questions several times. A 11 0f them appear when the verb is

transitive. vi) Causative &7 x is almost absent in χV, and yd x is mainly used

instead. lt is eχpected that causative j θ is still used in the construction, do accltsd 加c

x , w h ere polysem ic con f lict w ith p eriph r astic dO X w ou ld n ot ar ise. B u t u pon in qu iry ,

we find that it persists only in the fixed phrase, do otle lo 加江 Here, too, the

disappearance of causative do can be seen. (χ= infinitive)


